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Stivers and Hayashi (2010)では、 (1)， (2)のように応答者が質問によって課された制約を
超えた応答を行う多様な手続きが記述されている 30
(1) [SD] 
1 C工N: An'my favorite(0.2)par七 wasgoing in thuh z-(0.3) 
2 uhm thuh z:ero freezer. Zero below. 
3 (0.5) 





7 C工N: =今[工七 was zero degrees in 七here [an'一
8 DAD: [And wha七 wasinside 
9 hhuh huh/ (( coughing) ) 
(Stivers and Hayashi 2010: 3) 
( 2)[JAPN 1684 ] 
1 キョウコ: [う..ん.




6 マユミ : 斗クピ.
7 (0.6) 
8 キョウコ: らしいですよね:. = [ えカ]ツプルなの::?= 
9 マユミ : =[う..ん.] 
10 マユミ . -カップルなんだ[ってさ:. ] 
11 キョウコ: [へえ:::::] 
(Stivers and Hayashi 2010: 4-5;原論文ではローマ字によるトランスクリプト)
(1)では、 4行目の確認要求質問で用いられた形式を反復する形でCindyが7行目で回答
している。これは、単に"Yes"か"No"で、回答する場合とは対照的なふるまいであり、関われ
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た事柄について自分の方が認識的権限 (epistemicrights)を持っているということを主張






(3) [Cha七 Show: Russell Har七ySir Harold Acton] 
1 Ac七: ... hhhh and some of thuhー (0.3)someof my studen七S
2 七ranslatedEl工O七 ln七oChine::se. 工七hink七huhvery 
3 first. 
4 (0.2) 
5 Har: →Did you learn七o speak(.)Chine[:se. 
6 Ac七:斗 [.hhOh yes. 
7 (0.7) 
8 Ac七: .hhhh You ca: :n'七 livein七huhcoun七rywithout speaking 
9 七huhlang[uage it's impossible .hhhhh= 
10 Har: [No七 no: cour:se 






































(4) [D03M0017: 0199-0223: 00303.478-00337.798] 




5 Y: → [そ]のあと
6 (0.4) 
7 Y: →は=>そのあとから今<[ (0.9)]どんな
8 d: [ .hh ] 
9 (0.2) 
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10 Y: →ことをやってる[のか]聞きたいんですけど [.hh ] 


































[ .hhh ]具た]し、的 (h)に(h)は(h)で(h)す (h)[ね (h)]= 
[はい]
30 d: =え..と:((話題を続ける)) 
(5) [D01M0047: 0214-0219: 00261.806-00272.823] 
1 X: → .hhhじゃあ[実際そ]の









11 X: 宣.hそうな[くんだ、::> 
















































[ rrun m]m= 
=今=まサラダ仕立て=
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.hhhもうエピのかおりがたっぷ[り]rnm: : : : X: 21 
[七].hもすっごし、(お/え)一N: 22 
おいしかった(で/え)(h)す (h)hhh 23 









.hh ]と，クラシック:の曲[を:アレンジ]して:E: 1ニ今=も(.)あります[し:5 
[ええええ:] X: 6 rnm: 
(0.2) 7 
E: 1=今[ブラスバンド用に作ったものもあ]りますし:[.hhで歌謡曲みたいなのも=








]知られて=??， ， ? ?12 
[ .七chええ:] ??X: 13 
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rnrn]う::>なんか<=今N: 21 
(0.7) 22 






二今[￥みたいな￥a(h) h(h)a a(h) h(h)a .hh h(h)u h(h)u h(h)u h .hh= N: 26 




h(hh) =自国文化ないくせに:とか(.)ahh] [ 










前に 0.7秒の長い間がある (22行目)のに加えて、フィラー「う:J (21行目)や「なんかj
「みたいな」といったヘッジ (21'"'-'26行目)も見られ、非優先的応答の特徴が備わってい
る。








































20 Y: 斗=て[: 
21 c: [hm[m:::] 
22 Y: 二今 [.hhh]。そこ。にちっちゃく<パル>テュスの絵が (0.2)あ-載って
23 =今て，=
24 c: =へえ.-
25 Y: 斗=あ (h):::(.)し、しい[よか一]し、いよな..と (h)か(h)お(h)[も (h)し、?=
26 c: [hehehe= 
27 Y: 斗=(.) .hh[おも円、起こして[たと]こです h[hhh ] 
28 c: =he: :: [he ] [hm ] [ああそ]う=
29 Y: =[はし、(.).hhhh [ hhh (.) [ .hhhh ]この仕事は=
30 c: [hmm:: .hhこの[仕事はどうしては[じめ (0.4)。たの .0]
31 Y: =あの:[:: .hhh ((続く)) 
32 c: [ええ
(9)で注目すべきなのは、質問の対象となっているのがYが専攻した事柄だということで
ある。美術を専攻した Yは、絵画に関しては cからある種の「専門家j と見られる。その
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がなされるということが確認された。間やフィラーが多く含まれていることや直接的な回





的かっ簡潔な応答、 (b)複数の説明による応答、 (c)長い説明による応答の 3種類の応答






(10) [D03F0036:0340-0385:00475. 741-00546. 705] 






















[(. )ん:::::] [うん] [ん:] 







[.hhh ] [ hh 
18 K: 1=今=あの:: .hhい↑ろんなショットが打てるように[って>例]え<ばあの
19 X: [ええ::.] 
154 
20 K: 1斗=上ップスピンが打てたり:スライス:[が打てたり: ].hフラットが打つ=
21 X: 
???????????????? ?










32 X: =えええ[えええ.] 
33 K: 1ニ今 [ .hh ]う:ん[>というくことはや]つ(.)てるんですね
34 X: [やってるんですか:. ] 
35 X: 2→=.hhじゃもうただ打ち返す主けじゃなく: .h[hこう]: 
36 K: [:)ん:] 
[す<ご>いで、すね] : : : . ] 
37 (.) 
38 X: 2→下切ったりとかも[>やってるわけです担<]
39 K: 2斗 [盆:う:んだから ]良い手にどかに n-取りにくい
40 2斗ボールを返すかで、.-
41 X: =う::[:ん]
42 K: 2ヰ [う::]んと，まあ自↑分があの劣勢になったときはロッブかなんかで、
43 2斗逃げる[んですけど:](.) .h]hhでも:し汁かに:相手がいなく[て..-
44 X: [ええ]: : ] [ .h = 
45 K: 2二今=.hhhし↑かも]聞に合っても取れな (h)し、 (h)ボ(h)ー ルをか (h)え(h)す=
46 X: =う:ん
47 K: 2=今=か:?=
48 X: = (ろ)::[::::ん
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加 JapaneseInterview Dialogues: Examination of Doo・typeQ-word Questions"の第3
章“'Donna/dooyuu + no国 l'type Question-response Sequences in Information-seeking/ 
giving Process"を基に加筆・修正を施したものである。
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